
芦田川下流水質協議会 第Ⅱ期芦田川水質アクションプラン（２０２１年度）をもとに作図
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＼あなたに知ってほしい！福山市上下水道局の取組／
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BOD(測定地点：中津原)と下水道普及率の推移

折線グラフ（数値左）：BOD（水の汚れを表す指標）
棒グラフ（数値右）：下水道普及率
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芦田川の水質について

なぜ、芦田川は汚いって
言われているの？

下水道の整備が進むにつれて、芦田
川の水質も改善してきているよ。

芦田川には、次のような特徴があり、水
質に影響していると言われています。

①瀬戸内式気候のため雨が少ない
②人口や産業が集積している

上下水道局では、下水道整備を進め、生
活雑排水の流入を防ぐ取組を行ってきまし
た。
これにより、芦田川の水質は、改善する

傾向にあります。

小水呑橋地点

また、取水口 の水質は、県の環境基準
をクリアしています。

環境基準をクリアしている地点
環境基準をクリアしていない地点

高屋川

芦田川

水道水は、環境基準をクリアした
水で作っているから、安心だね！

瀬戸内海

福山市 全国平均
中核市
平均

県内水道
の合計

基幹管路 の
耐震適合率

７７．８％ ４３．３％ ５３．０％ ３２．０％

浄水施設の耐震化率 ４４．４％ ４４．５％ ４０．０％ ２１．５％

配水池の耐震化率 ７１．７％ ６４．７％ ６７．６％ ６４．７％

水道施設等の耐震化

地震等の災害時でも、ライフラインと
しての機能を維持するため、水道施設等
の耐震化を進めています。

基幹管路の耐震適合率は、

県内１位だよ！ ※１ 水道管の中でも口径が大きく、漏水による断水等が発生すると市民への
影響が特に大きいと想定されるもの

浸水対策

市民が安心・安全に暮らせるま
ちづくりのため、時間雨量42㎜
の降雨により浸水被害が起こり
うる市街地に対して、雨水を排
除するポンプ場や雨水管の整備、
雨水貯留施設の整備を行ってい
ます。

浸水対策など災害への備えにつ
いては、ホームページでも紹介
しています。QRコードを読み取
って、ご覧ください。

福山市上下水道局ホームページ
「災害の備えについて」

河口ぜき

これに加え、
③下水道整備が遅れている
④生活雑排水が流入する

という点も、芦田川の水質に影響を与えて
いました。

※浄水場へ水を取り入れるところ。中津原地点。

※

※１

※２

※２ 基幹管路の延長に対する耐震適合性のある管路の割合

国土交通省HP「水道施設の耐震化の現状（令和５年度末現在）」、中核市市長会「都市要覧」2025年1月、広島県健康福祉局
食品生活衛生課「令和5年度広島県の水道の現況」をもとに作表。福山市の数値は、広島県の資料による。

上下水道局作成



企業債残高の推移

頻発化、激甚化する災害への備え、老朽化する施設の更新など、市民
生活・経済活動に不可欠なライフラインを維持するためには、今後も継
続した投資が必要です。
上下水道局では、将来にわたって市民に信頼される安心・安全でしな

やかな上下水道事業を確立するため、引き続き、経営健全化の取組を進
めていきます。

上下水道局では、持続可能な経営を
実現するため、新たな企業債の借入れ
について、その年の返済額より少なく
することで、残高を削減しています。
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10年で約99億円削減 10年で約271億円削減

水道事業 下水道事業

経営健全化の取組

テーマ 実施時期 内容

組織・機構の見直し

2012.4 水道局と建設局下水道部を組織統合。「上下水道局」を設置

2015.3 出張所（東部・西部・北部・神辺）の廃止

2020.3 局全体の再編（3部13課34担当⇒3部10課31担当）    

定員管理の適正化 － 2014年度から2024年度までの間で、40人削減

料金・使用料の適正化
2015.3 水道料金の見直し（基本水量制の廃止など）

2015.3 下水道使用料の改定（平均改定率16.56％）

アセットマネジメント
の実践

2015.11 上下水道事業のアセットマネジメント（資産管理）の導入

多様な主体との連携
（民間活力の活用）

2010.4 松永浄化センターの包括委託の実施

2015.4 営業関連業務等の包括委託。「ふくやま上下水道料金センター」開設

2015.4
漏水修繕業務の委託範囲を拡大。「ふくやま上下水道修繕センター」開
設

2017.4 中津原浄水場等の運転管理、維持管理等を業務委託

2022.10
新浜ポンプ場改築事業基本協定締結
（DBO方式：設計と建設及び運営を一括して行う方式）

多様な主体との連携
（広域連携）

2017.1 汚泥固形燃料化施設による汚泥の共同処理（芦田川浄化センター）

2023.4 水道事業における水質管理業務の共同実施（福山市、井原市）

上下水道事業の経営健全化とは、安定した財政基盤を確立し、経営資源である「ヒト・モ
ノ・カネ・情報」を最大限活用することで、将来にわたって質の高い水道サービスを提供し
続けることを目指す取組です。これからも、より健全で持続可能な上下水道サービスを実現
していきます。

福山市の料金
（水道料金・下水道使用料）
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県内市で３番目の安さ

福山市の水道料金・下水道使用料は、県
内市で３番目の安さ です。

※一般用（家事用）、メーター口径13㎜で、 1か月20㎥使用した
場合の水道料金と下水道使用料の合計額（税込）での比較

※

2025年6月時点（予定含む）。上下水道局調べ。
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